
吉田地区の世帯数及び人口　　　令和３年６月１日現在

　 　

 

令和３年７月１０日発行
人　　　　　口

男 女 合　計
下吉田 341 438 462 900 
久長 310 273 330 603 
阿熊 58 67 53 120 
取方桜井 140 171 183 354 
上の原 269 337 327 664 
井上 268 352 365 717 
上吉田東 198 231 230 461 
上吉田西 170 210 177 387 
石間 99 102 98 200 
太田部 15 10 12 22 

町会名 世帯数

合　計 1,868 2,191 2,237 4,428 

　公民館だより  (第５６号）

       
　　　　　　　

　　　　　
　　　　　
         吉田公民館  TEL ７７－１１００
                     FAX ７７－１４４１

　・内　容　　　マフィン作り

　・日　時　　　令和３年７月３１日（土）午前１０時００分～１２時００分　

　・場　所　　　吉田保健センター　調理実習室

　・講　師　　　坂本　裕子　氏

　・対　象　　　小学生とその保護者

　・参加費　　　７００円（保険料２００円含む）

　・持ち物　　　マスク・エプロン・三角巾・飲み物

　　　　　　　　タオル・持ち帰り用容器

　・定　員　　　８名　先着順

　お申込み受付…７月１２日（月）から受付　※定員になり次第締切ります

ながーい夏休み、マフィン作りに挑戦してみませんか？

自分で作って食べてみよう!

作り方は　①材料を混ぜる　②型に入れる　③焼く

申し込み・問い合わせ

　　　　　　秩父市吉田公民館　 ☎７７－１１００



　七夕豆知識その①　七夕の由来は？
　　　中国の乞巧奠（きこうでん）と日本の棚機（たなばた）が融合したものと言われています。
　　　乞巧奠（きこうでん）とは、織姫と彦星の伝説にあやかり、星に裁縫や芸事、書道の上達

　　　などを祈る行事で、奈良時代に日本に伝わり、「七夕（しちせき）」の節句と言われ、

　　　江戸時代には全国に広まりました。

　　　棚機（たなばた）とは、日本古来からあった、棚機女（たなばたつめ）と呼ばれる乙女が
     　 神様に着物を織って供え、豊作を祈る行事です。
　どちらも機織りをするという共通点があり、「七夕（しちせき）」の漢字に大和言葉の「たなばた」
　が当てられ、七夕（たなばた）になったと言われているそうです。（注）他にも諸説あるそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今年も、吉田公民館前のロビーに『七夕かざり』を飾りました。

短冊も用意してあります。コロナ禍で不自由な思いや淋しい想いをされてい

る方が多いことと思いますが、少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

来館の際には、ぜひ願い事を書いた短冊を飾ってからお帰り下さい。

 令和３年度　移動図書館車巡回日程

 市立図書館で運行している移動図書館の巡回日程です。お近くの方は、ぜひ
ご利用ください。
　　　

・駐車場所‥‥上吉田塚越風間商店前　　・駐車時間‥‥１４：３０～１５：００
　　７月１４日（水）　　　　８月１７日（火）　　  　９月７日（火）　　　１０月１９日（火）　　　
　１１月１６日（火）　　　１２月２１日（火）　　　  ２月１日（火）　         ３月１５日（火）

秩父図書館吉田分館からお知らせ

七 夕 ま つ り 

ワクチン接種も進んでいます。

希望を持って、以前のような

活動が早くできるようになりま

すように、職員一同、心より

祈っております。

七夕についての豆知識はいかがです

可愛い願い事が

書いてあります

七夕豆知識その②　七夕そうめんとは？

　　あまり知られていませんが、七夕の日
　　にはそうめんを食べる風習があるそうです。

　　中国では昔から病を避けるまじないとして

　　七夕に索餅（さくべい）という小麦を縄の

　　形に編んだ菓子を食べました。その索餅が

　　変化してそうめんになったそうです。

　　　


